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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月29日(2008.12.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色料セットを用いる第１のレシピを、第２の色料セットを用いる第２のレシピに
変換する方法であって、
　前記第１のレシピを、第１のモデルと第１のデータベースとを用いてＣＩＥ＿Ｌａｂ　
推定に変換し、
　前記ＣＩＥ＿Ｌａｂ推定を、第２のモデルと第２のデータベースとを用いて前記第２の
レシピに変換する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、
　前記第１のデータベースは、第１の色料、第２の色料、および第３の色料からなるペー
ジ群を含む方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、
　前記第１のデータベースは第１の色料、第２の色料、および第３の色料からなるページ
群を含み、
　前記第２のデータベースは、第４の色料、第５の色料、および第６の色料からなるペー
ジ群を含み、
　前記第４の色料は前記第１の色料と同色であり、
　前記第５の色料は前記第２の色料と同色であり、
　前記第６の色料は前記第３の色料と同色である方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　上記に記載したすべての場合において、本発明は、異なる色料セットまたは種類の異な
る原色色料から、最良のレシピを選択するのに用いることができる。本発明はまた、互い
に異なるがほぼ同じである原色色料のセットからレシピを選択するのに用いることができ
る。
　以上説明した本発明の一態様では、第１の色料セットを用いる第１のレシピを、第２の
色料セットを用いる第２のレシピに変換する方法であって、前記第１のレシピを、第１の
モデルと第１のデータベースとを用いてＣＩＥ＿Ｌａｂ　推定に変換し、前記ＣＩＥ＿Ｌ
ａｂ推定を、第２のモデルと第２のデータベースとを用いて前記第２のレシピに変換する
。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第１のデータベースは、第１の色料、
第２の色料、および第３の色料からなるページ群を含む。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第２のデータベースは、第４の色料、
第５の色料、および第６の色料からなるページ群を含む。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第１のデータベースは第１の色料、第
２の色料、および第３の色料からなるページ群を含み、前記第２のデータベースは、第４
の色料、第５の色料、および第６の色料からなるページ群を含み、前記第４の色料は前記
第１の色料と同色であり、前記第５の色料は前記第２の色料と同色であり、前記第６の色
料は前記第３の色料と同色である。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第１のデータベース中の少なくとも１
ページは４つの色料を含む。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第１のデータベース中のページ群は、
[シアン、マゼンタ、およびブラック]、[シアン、イエロー、およびブラック]、[マゼン
タ、イエロー、およびブラック]、[シアン、マゼンタ、およびイエロー]、[シアン、ブル
ー、およびブラック]、[シアン、グリーン、およびブラック]、[マゼンタ、ブルー、およ
びブラック]、[マゼンタ、オレンジ、およびブラック]、[イエロー、オレンジ、およびブ
ラック]、[イエロー、グリーン、およびブラック]、[シアン、マゼンタ、およびブルー]
、[マゼンタ、イエロー、およびオレンジ]、または[イエロー、グリーン、およびシアン]
からなるグループから選択した少なくとも１つのセットを含む。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第１のデータベース中のページ群は、
[シアン、マゼンタ、およびブラック]、[シアン、イエロー、およびブラック]、[マゼン
タ、イエロー、およびブラック]、[シアン、マゼンタ、およびイエロー]、[シアン、ブル
ー、およびブラック]、[シアン、グリーン、およびブラック]、[マゼンタ、ブルー、およ
びブラック]、[マゼンタ、オレンジ、およびブラック]、[イエロー、オレンジ、およびブ
ラック]、[イエロー、グリーン、およびブラック]、[シアン、マゼンタ、およびブルー]
、[マゼンタ、イエロー、およびオレンジ]、または[イエロー、グリーン、およびシアン]
からなるグループから選択した少なくとも１つのセットを含む。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第１のモデルは前記第１のデータベー
ス中のデータのサブセットに基づく。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第１のモデルは前記第１のデータベー
ス中のデータのサブセットに基づき、サブセットは、前記第１のレシピ中の濃度クリック
設定と前記第１のデータベース中の各データポイントの濃度クリック設定との距離がもっ
とも短いポイントとして規定される直近データポイントを含む。さらに、本発明の他の態
様では、この方法において、前記サブセットは３ｘ３ｘ３アレイのデータポイント群とす
ることができる。また、この方法において、前記サブセットの中心点は、前記直近データ
ポイント、または前記直近データポイントに次ぐポイントとすることができる。
　本発明の他の態様では、第１のドナーセットを用いる第１のレシピを、第２のドナーセ
ットを用いる第２のレシピに変換する方法であって、前記第１のレシピを、第１のモデル
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と第１のデータベースとを用いてＣＩＥ＿Ｌａｂ　　Ｅｓｔｉｍａｔｅに変換し、前記Ｃ
ＩＥ＿Ｌａｂ推定を、第２のデータベース中の各ページからのモデルを用いて一組の第２
のレシピに変換し、前記第２のデータベース中の各ページから、前記第２のレシピのそれ
ぞれについて、ガモット誤差およびランダム誤差を計算し、前記ガモット誤差の２乗と前
記ランダム誤差の２乗との最小の和で、前記第２のレシピを選択する。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記各ランダム誤差は、前記第１のレシピ
の前記ＣＩＥ＿Ｌａｂ値の推定誤差のバリアンス成分を含む。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第２のレシピのそれぞれについての前
記ランダム誤差は、前記モデルのバリアンス成分を含む。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第２のレシピのそれぞれについての前
記ランダム誤差は、前記レシピの再現精度の誤差のバリアンス成分を含む。
　本発明の他の態様では、上記方法において、前記第２のレシピのそれぞれについての前
記ランダム誤差は、丸めによる誤差のバリアンス成分を含む。
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